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本稿の課題は、一般的には主に大正期と昭和期における別子銅山の友子制度の変遷を跡づけることであるが、特
殊的にはその期の別子銅山における友子制度の企業内化の過程を解明し、すでに解明した足尾銅山における友子の
企業内化の過程と企業内化された友子の構造についての分析を補足することである。そして特に足尾銅山における友
（１） 
子の企業内化の分析に際して提起したいくつかの仮説を補足的に実証するとともに、別子銅山と足尾銅山の友子の
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明
治
期
に
お
け
る
別
子
銅
山
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
く
、
既
に
刊
行
し
た
拙
著
に
お
い
て
十
分
に
明
ら
か
に
で
（１） 
さなかった。ここでは、拙著では触れられなかった若干の論点を付け加》えておきたい。別子銅山における友子の起
（２） 
源は、まだ明らかにされていない。明治三四年の取立状が残されていたことか一ｂ、友子制度は、その時期に存在し
（３） 
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
わ
た
く
し
は
、
別
子
銅
山
で
も
友
子
は
（４） 
少
な
く
と
も
、
江
戸
時
代
の
末
期
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
明
治
初
年
代
ま
で
に
別
子
銅
山
に
友
子
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
が
あ
る
。
明
治
九
年
生
ま
れ
の
別
子
銅
企
業
内
化
の
過
程
の
同
一
性
と
相
違
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、
変
型
友
子
と
鉱
業
所
の
友
子
政
策
の
多
様
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
別
子
銅
山
と
足
尾
銅
山
は
、
日
本
の
鉱
山
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
こ
の
二
大
鉱
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
日
本
の
友
子
制
度
の
中
で
一
つ
の
有
力
な
基
本
的
な
典
型
を
な
し
て
お
り
、
両
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
大
正
期
、
昭
和
期
に
おける友子制度の解明に有力な手がかりをわれわれに与えてくれるはずである。しかもそれは、日本の労資関係の
特殊な構造を明らかにしてくれるはずである。
注（１）拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷」（上、下）、「経済志林」第六○巻第一・一一号、第三・四号、’九九三年九月、
九四年三月、を参照。
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山
の
鉱
夫
（
木
工
）
を
父
に
も
つ
あ
る
人
は
、
別
子
銅
山
の
元
職
員
の
作
家
で
郷
土
史
家
の
正
岡
慶
信
氏
へ
の
手
紙
で
「
旧
別
子
銅
山
の血判状（鉱夫）が終戦まで保管してあったが、紛失して不明です。頭書の文面はわすれました。それには全員の
血判が押してあり、姓名はなく、伊豫、土佐、讃岐、備前、備後等々住所と名前のみ、肩書に親分、子分、兄弟、
（５） 
客分の名前の下に血判がありました」と聿皀いている。
この証言は、姓なしの名前、印鑑でなく血判からなっていたこの取立状が、江戸時代の神岡鉱山の取立状と似て
（６） 
おり、姓名と印鑑の捺印のある明治中期以降の取立状より古いものであることを証明している。手紙の主の父親は
木
工
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
取
立
状
が
父
親
の
取
立
状
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
恐
ら
く
友
子
鉱
夫
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。こうした取立状は、少なくとも明治初年代以前のものであり、別子銅山にも、明治の初年代から友子制度が存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
改
革
前
の
別
子
銅
山
の
友
子
制
度
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
な
く
友
子
の
実
態
は
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
な
お
今
後
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注（１）拙著「日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の研究』（世界書院）、一一二’三頁。
（２）この取立状は、別子銅山の友子について研究した山口弘光「友子の解体と変容過程の一検討」、『松山商大論集』第三一一
号
、
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
に
コ
ピ
ー
の
参
照
を
お
願
い
し
た
が
、
紛
失
し
た
と
の
こ
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
３
）
後
に
引
用
す
る
昭
和
二
年
の
取
立
状
の
前
文
を
参
照
。
（４）各地の鉱山で江戸時代にも友子が存在していたことについては、前掲拙著、第一章を参照。
（
５
）
新
居
浜
市
在
住
の
正
岡
慶
信
へ
の
手
紙
。
同
氏
の
好
意
で
こ
の
手
紙
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
（６）姓がなく印鑑の捺印のない取立状は、安政六年のもののほか、明治二年の神岡の鹿間銅山の取立状がある。明治一七年
以
降
の
も
の
に
は
、
姓
と
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
拙
著
、
八
三
頁
、
一
二
四
’
六
頁
参
照
。
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別
子
銅
山
で
明
治
三
九
年
に
行
わ
れ
た
改
革
は
、
飯
場
制
度
の
悪
弊
を
改
善
し
、
不
正
を
働
く
悪
質
な
飯
場
頭
や
請
負
人
を
放
逐
（１） 
し
、
採
鉱
部
門
で
資
本
の
管
理
・
支
配
権
を
確
立
し
た
。
当
時
の
資
料
は
、
こ
の
改
革
に
た
い
し
て
反
対
す
る
飯
場
頭
や
鉱
夫
の
注
目
す
べ
き
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
明
治
三
九
年
七
月
こ
ろ
、
鉱
夫
の
動
向
を
密
偵
し
て
い
た
一
守
衛
は
、
第
三
号
綱
千
種
吉
飯
場
の
坑
夫
が
、
改
革
が
無
意
味
で
あ
り、「坑夫トーーーーロフ者ハ義ノ固イ者二付キ友子ガ大事力鉱業所ガ大事カト言フナレバ友子ヲ桧テテ誰モ親方（ここで
（２） 
は
鉱
業
所
を
指
す
ｌ
引
用
者
）
二
付
ク
者
ハ
ナ
イ
」
と
語
っ
た
と
メ
モ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
話
は
、
飯
場
の
改
革
で
追
放
さ
れ
た
飯
場
頭
に
、
鉱
夫
は
、
友
子
の
関
係
が
あ
る
の
で
同
情
し
て
つ
い
て
行
く
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
証
言
は
、
飯
場
頭
や
鉱
業
請
負
人
が
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
飯
場
制
度
の
内
部
が
、
ま
た
飯
場
頭
間
の
関
係
が
友
子
の
親
分
子
分
の
つ
な
が
り
で
強
固
で
あ
り
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
別
子
銅
山
の
飯
場
制
度
を
強
力
な
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
（３） 
いる。わたくしは、こうした傾向は、友子が、強力な飯場制度に大きく従属されていたことを一示すとみなした。
別
子
銅
山
の
友
子
の
組
織
形
態
は
、
改
革
後
の
資
料
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
飯
場
ご
と
に
単
位
友
子
組
織
が
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
（４） 
る
。
こ
う
し
た
組
織
形
態
を
と
っ
た
友
子
は
、
他
に
生
野
鉱
山
が
あ
る
が
、
友
子
が
個
々
の
飯
場
を
組
織
単
位
と
し
た
た
め
に
、
飯
場
頭
の
直
接
介
入
す
る
機
会
を
与
え
、
ま
た
友
子
も
飯
場
頭
に
個
人
的
に
依
存
す
る
関
係
を
生
む
の
で
、
友
子
の
自
立
性
、
自
治
性
を
大
き
く
損
な
う
可
能
性
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
飯
場
制
度
に
大
き
く
従
属
し
て
い
た
し
、
た
ぶ
ん
に
自
立
性
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
（５） 
え
ば
、
暴
動
後
に
一
部
の
友
子
メ
ン
バ
ー
が
、
飯
場
頭
の
支
配
か
ら
自
立
し
て
友
子
の
再
編
を
意
図
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
２
改
革
・
暴
動
前
後
の
友
子
（６） 215 
後にみるように、別子銅山の友子は、全体として自立性を示すことが少なく、親友会の下部機関への改編、親善会
への吸収にさいしても、友子本来の性格を維持するために目立った抵抗をしていないように思われる。
また資料は、改革で追放された飯場頭、請負人、友子の役員の中に、改革された飯場に対抗して、別途に新たな
友子を組織しようとする動きがあったことを示している。明治三九年九月ころ、ある守衛は、元請負人で二号高宮
飯場の「大当番」という山下寅吉の言動を次のように伝えている。
「自分等ハ今噺合セ中デアルガ、今度ノ飯場へ対抗スル為メ大ナル交際飯場ヲ立テル積リヲシテ届ル云々。入坑
税
ヲ
出
シ
テ
加
入
ス
ル
飯
場
ハ
表
向
キ
ノ
事
業
飯
場
デ
事
業
二
就
ク
為
メ
加
入
ス
ル
モ
交
際
飯
場
ハ
私
立
デ
入
坑
税
モ
何
ニ
モ
取
ラ
ズ
只ダ同士ノ者ノ飯場云ハバ合宿シダ様ナ者ヲ設ケ三百人力四百人位イノ組合ヲ作ル計画ヲシテ居ル。是レハ何モ住
（６） 
友二関セヌ事デアルカラ住友二干渉スル事ハ出来マイ｜云々。」
こ
の
証
言
は
、
改
革
に
反
対
す
る
一
部
の
鉱
夫
た
ち
が
、
改
革
後
飯
場
ご
と
の
下
に
再
編
さ
れ
て
い
た
友
子
に
対
し
て
、
別
途
に
新
たな飯場と友子を組織しようとしていたことを物語っている。それは、まず鉱業所から認定された「事業飯場」で
は
な
く
、
私
的
な
「
合
宿
」
の
よ
う
な
飯
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
交
際
飯
場
」
で
あ
り
、
友
子
の
組
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
組
合
」
は
、
明
ら
か
に
従
来
の
飯
場
ご
と
の
組
織
で
は
な
く
、
飯
場
の
枠
を
超
え
た
三
、
四
百
名
か
ら
な
る
大
組
織
の
友
子
で
あ
る
。
彼
ら
は、鉱業所から自立した友子を組織して、事業飯場に対抗しようとしたのであった。
自立的な友子の再編の動きとして注目されたこの動きは、しかしその後なんらの消息を伝えていない。もともと
鉱
業
所
の
意
向
を
無
視
し
、
し
か
も
反
鉱
業
所
を
標
傍
し
て
、
こ
の
段
階
で
自
立
的
な
友
子
が
存
在
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
ろう。いずれにしろ、こうした新しい友子は、組織されなかったことは事実である。
こ
こ
で
こ
の
時
期
の
別
子
銅
山
の
友
子
の
活
動
の
一
端
を
示
す
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
明
治
三
八
年
に
九
州
の
炭
鉱
で
奉
願
帳
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そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
待
遇
改
善
と
暴
動
の
過
程
で
何
ら
表
だ
っ
た
動
き
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
暴
動
の
過
程
を
細
か
く
見
て
い
る
と
、
鉱
夫
た
ち
は
、
飯
場
頭
ら
の
規
制
か
ら
自
由
に
委
員
を
だ
し
た
り
、
代
表
を
選
出
し
た
り
し
な
が
ら
運
動
を
展
開
し
、
一
定
の
時
期
に
は
か
っ
て
友
子
が
好
ん
で
行
っ
た
戦
術
と
し
て
の
要
求
が
通
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
大
挙
し
て
鉱
山
を
下
り
る
と
言
う
下
山
戦
術
（
｜
種
の
ス
ト
ラ
イ
キ
）
を
と
っ
て
い
る
な
ど
、
友
子
組
織
が
背
景
料は皆無である。
（７） 
を
発
行
さ
れ
て
、
全
国
を
巡
回
し
て
い
た
和
田
梅
吉
は
、
同
一
二
九
年
四
月
に
別
子
銅
山
の
友
子
組
織
を
訪
れ
た
。
和
田
は
、
五
日
間
か
け
て
別
子
銅
山
の
五
飯
場
の
友
子
を
巡
回
し
、
一
宿
一
飯
の
施
し
を
受
け
、
全
体
で
一
四
円
の
寄
付
を
得
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
単
純
（８） 
労
働
に
し
た
が
う
鉱
夫
（
運
搬
夫
）
の
一
曰
の
賃
金
、
四
○
銭
の
一
二
五
日
分
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
、
相
当
の
額
で
あ
り
、
和
田
が
得
た
全寄付の五・一一％にものぼっており論足尾銅山（全山で一一七円九一一一銭、全寄付の一○・三％）に次ぐ大金であり、
こ
の
奉
願
帳
制
度
が
、
大
鉱
山
の
友
子
に
大
い
に
依
存
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。
別
子
銅
山
の
友
子
の
こ
の
巨
額
な
寄
付
は
、
多
く
は
個
人
の
寄
付
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
別
子
銅
山
の
友
子
の
共
済
活
動
に
た
い
す
る
意
識
水
準
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
に
別
子
銅
山
の
友
子
制
度
の
充
実
し
た
姿
を
み
た
い
。
さ
て
話
を
元
に
戻
せ
ば
、
改
革
の
後
、
飯
場
頭
の
勢
力
と
は
違
っ
た
、
改
革
に
反
発
す
る
鉱
夫
た
ち
の
待
遇
改
善
運
動
が
起
こ
っ
て
（９） 
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
一
部
の
鉱
夫
の
解
雇
と
な
り
、
怒
っ
た
鉱
夫
た
ち
が
、
暴
動
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
過
程
で
、
友
子
は
如
何なる対応をしたのであろうか。
こ
の
鉱
夫
の
待
遇
改
善
運
動
と
暴
動
に
言
及
し
た
資
料
は
、
そ
れ
に
友
子
が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
何
ら
の
記
述
も
残
し
て
い
な
い
。
す
で
に
別
の
機
会
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
の
存
在
し
な
か
っ
た
生
野
鉱
山
な
ど
で
は
、
友
子
組
織
が
全
面
に
出
て
賃
上
（皿）
げ
闘
争
を
行
っ
た
こ
と
が
資
料
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
別
子
銅
山
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
事
実
を
指
摘
し
た
資
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に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
推
測
を
可
能
に
し
て
い
る
唯
一
の
有
力
な
指
摘
が
あ
る
。
明
治
四
○
年
七
月
の
守
衛
の
報
告
は
、
一
部
の
鉱
夫
が
、
暴
動
後
に
い
わ
ば
平
和
的
な
賃
上
げ
を
要
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「今回ノ暴動迄ヲモ惹起シ運動シタルーーモ不拘賃金値上運動ガ不首尾二終リタルヲ遺憾トシ再上賃金値上ケノ嘆
願ヲ為スベシト然し共今回ノ以前ノ如ク聴許キトキハ暴起スル等ノ軽挙ヲ為サズ極メテ静穏二嘆願シ若シ聴届ケラ
レザル時ハ潔ヨク袖ヲ連ネテ退山シ退山後ハ全国ノ鉱山二其旨ヲ通知シ當鉱山ノ各飯場二対シテハ｜切飯場交際ヲ
（、）
断夕シメ而シテ富鉱山ヘハ一人ノ坑夫ヲモ行カシメズシーナ當鉱業所ノ事業ヲ障害スルノ方針ヲ執ルベシト。」
こ
う
し
た
動
き
は
、
伝
統
的
な
友
子
の
戦
術
で
あ
り
、
友
子
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
友
子
と
は
、
友
子
の
鉱
夫
を
指
す
と
同
時
に
友
子
の
組
織
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
動
き
を
友
子
と
い
う
組
織
を
使
っ
て
行
う
の
で
な
け
れ
ば
、
本
来
友
子
が
組
織
と
し
て
争
議
に
係
わ
っ
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
結論的に言えば、わたくしは、暴動後に鉱業所が、足尾銅山のように友子について従来の政策を改めなかった事
実は、友子が組織的に待遇改善と暴動の中で表だった役割を果たさなかった証拠であると見ている。
しかしもう一つの友子の動きを指摘しなければならない。それは、かつてわたくしが、友子の労働組合化と呼ん
（皿）
だ事例である。暴動後の一一月ころ一部の鉱夫は、再び従来の友子と違った新たな友子組織をつくる動きを始め
た
。
そ
れ
は
、
飯
場
頭
か
ら
自
立
し
、
秘
密
裏
に
活
動
し
よ
う
と
し
た
「
鉱
夫
同
盟
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
旧
友
子
の
メ
ン
バ
ー
を
飯
場
を
超
え
て
糾
合
し
、
友
子
の
組
織
、
活
動
を
維
持
し
つ
つ
、
賃
上
げ
な
ど
の
待
遇
改
善
を
掲
げ
る
労
働
組
合
に
成
長
転
化
しつつあった。こうした友子の動きは、｜般の友子の動きではなく、鉱業所からは、むしろ労働組合とみなされた
に
違
い
な
い
。
こ
の
鉱
夫
同
盟
は
、
そ
の
後
恐
ら
く
鉱
業
所
の
干
渉
に
あ
っ
て
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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注（１）この点については、簡単には、拙著の三八八頁、新居浜市『新居浜産業経済史』の「７飯場制度ｌ資本と賃労働ｌ」
を参照。資料は、『資料愛媛労働運動史」第一巻。
（２）『資料愛媛労働運動運動史』第一巻、二一五頁。
（３）前掲拙著、三四八頁。
（４）同右書、一一七一’三頁。
（５）同右書、三九一頁参照。
（６）『資料愛媛労働運動運動史』第一巻、二四○頁。
（７）拙稿「鉱夫の自主的労災救済制度の一考察Ｉ明治末・大正初期の友子の奉願帳制度の実態」、『経済志林」第五十八巻第
一・二合併号、五六七頁参照。なおこの奉願帳には、和田の奉願帳の紙の余白がなくなったので、新壱号の飯場の友子組
織
が
、
「
綴
添
」
と
よ
ば
れ
る
増
帳
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
友
子
の
慣
行
を
別
子
銅
山
の
友
子
は
行
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
記
述
が
（８） 
（９） 
（、）
（、）
（Ｅ） 織が、
ある。「右者今般奉願帳持和田梅吉ナルモノ本帳紙数欠乏二付綴添エ之儀願出候二付当飯場一同協議之上紙数三拾枚綴添エ
候
間
何
国
諸
鉱
山
へ
出
候
節
ハ
御
記
帳
ア
ラ
ン
事
奉
願
候
也
愛媛県宇摩郡別子銅山新壱号飯場
明
治
三
十
九
年
五
月
六
日
諸
国
諸
鉱
山
同
盟
御
中
」
前掲『新居浜産業経済史』、’六九頁。
同
右
書
、
「
８
賃
金
、
暴
動
、
『
自
彊
社
Ｅ
を
参
照
。
前掲拙著、三八一頁以下参照。
「日本労働運動史料」第二巻、一六九－七頁。
詳
し
く
は
拙
著
の
三
八
八
頁
以
下
参
照
。
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足
尾
銅
山
で
は
、
明
治
四
○
年
二
月
の
暴
動
前
に
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
労
働
組
合
が
友
子
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
結
果
、
友
子
の
組
織
が
労
働
組
合
運
動
に
同
調
す
る
と
い
う
事
態
を
生
ん
だ
。
そ
う
し
た
友
子
の
動
き
に
警
戒
心
を
強
め
た
鉱
業
所
（１） 
は、暴動後直ちに友子を飯場頭の飯場組ムロに包摂し、友子の民主的な性格を体現していた山中委員制を廃止した。
そ
う
し
た
足
尾
銅
山
の
場
合
と
違
っ
て
、
別
子
銅
山
の
場
合
に
は
、
労
働
組
合
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
故
労
働
組
合
か
ら
の
友
子
へ
の
働
き
か
け
も
あ
り
よ
う
が
な
か
っ
た
。
だから別子銅山の鉱業所は、第一に、友子制度そのものを廃止したり、あるいは何らかの制度的な改編を行う気
配
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
に
友
子
が
、
従
来
ど
お
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
暴
動
直
後
に
一
部
の
友
子
が
労
働
組
合
化
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
に
た
い
し
、
鉱
業
所
は
、
そ
の
組
織
を
抑
圧
し
消
滅
さ
せ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
労
働
組
合
の
撃
退
で
あ
っ
た
。
暴動後の明治四○年一○月に別子銅山に職員として赴任し、後に友子の改編を積極的に行った鷲尾勘解治は、着
任
早
々
で
は
ま
だ
友
子
の
実
態
を
充
分
に
認
識
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
、
着
任
後
四
年
に
し
て
手
掛
け
た
こ
と考えられる。
別
子
銅
山
の
友
子
が
、
暴
動
に
深
く
係
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
別
子
銅
山
の
友
子
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
飯
場
制
度
に
従
属
し
て
お
り
、
｜
般
鉱
夫
の
立
場
に
た
っ
て
積
極
的
に
組
織
だ
っ
た
動
き
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
１
暴
動
後
の
鉱
業
所
の
友
子
政
策
二
明
治
末
・
大
正
前
期
に
お
け
る
別
子
銅
山
の
友
子
制
度
別子銅l｣｣における友子制度の変遷 (１１） 210 
暴
動
後
か
ら
大
正
一
○
年
こ
ろ
ま
で
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
基
本
的
に
は
明
治
時
代
の
友
子
の
構
造
を
維
持
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
明
治
三
九
年
の
改
革
前
の
友
子
が
、
か
な
り
自
立
的
な
飯
場
制
度
の
も
と
で
飯
場
頭
の
支
配
を
受
け
つ
つ
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
暴
動
後
の
友
子
は
、
飯
場
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
暴
動
を
教
唆
し
た
り
、
鉱
業
所
に
敵
（２） 
と
は
、
鉱
夫
を
思
想
的
道
徳
的
に
啓
蒙
す
る
た
め
の
小
さ
な
私
塾
で
あ
る
ロ
ロ
彊
舎
の
設
立
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
、
彼
も
、
こ
の
段
階
で
は
、
友
子
に
何
ら
手
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
別
子
銅
山
で
暴
動
後
に
友
子
が
何
ら
の
改
編
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
、
友
子
が
暴
動
や
鉱
夫
の
待
遇
改
善
に
何
ら
の
積
極
的
に
係
わ
り
を
も
た
ず
、
鉱
業
所
か
ら
警
戒
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
鉱
業
所
は
、
鷲
尾
も
含
め
て
、
友
子
の
技
能
養
成
や
共
済
機
能
、
自
治
的
な
機
能
な
ど
に
特
に
否
定
的
な
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
他
の
鉱
山
で
は
大
正
八
年
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
友
子
の
企
業
内
化
の
動
き
は
、
足
尾
銅
山
で
は
例
外
的
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
そ
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
企
業
内
化
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
鉱
山
の
友
子
の
企
業
内
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
日
本
の
他
の
産
業
の
労
務
統
括
の
た
め
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
へ注1 
、－〆
（２） ２明
治
末
・
大
正
前
期
の
友
子
制
度
の
構
造
拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷」（上）、「経済志林」第六○巻第一・一一合併号、一一三七頁。
別
子
銅
山
「
住
友
別
子
鑛
山
労
働
運
動
の
顛
末
」
、
一
四
五
’
六
頁
。
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こ
こ
で
暴
動
後
の
友
子
の
構
造
を
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
別
子
銅
山
の
友
子
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
わ
ず
か
に
取
立
状
が
少
し
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
今
わ
た
く
し
の
手
元
に
明
治
四
一
年
、
大
正
二
年
、
大
正
四
年
、
大
正
九
年
の
友
子
（１） 
の取立免状のコピーがある。それらの取立状は、前文の内容、聿皀式などほとんど全く同じである。一一つの取立状の
骨格を示しておこう。
ある。
対
的
に
な
っ
た
飯
場
頭
が
追
放
さ
れ
、
い
わ
ば
鉱
業
所
に
忠
実
な
飯
場
頭
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
友
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
一
明
治
四
一
年
の
取
立
状
（
福
岡
飯
場
）
「一正一一一口
夫
冠
双
ヲ
掃
討
シ
国
家
ヲ
維
持
ス
ル
者
ハ
元
帥
ノ
知
謀
卜
兵
士
ノ
勇
剛
ニ
在
り
、
国
ヲ
富
シ
家
ヲ
利
ス
ル
ノ
道
ハ
蓄
財
ニ
有
り
、
而
シ
テ
財
ヲ
貯
エ
寶
ヲ
積
ム
ノ
基
ハ
農
工
商
ノ
胆
勉
以
ヲ
物産ヲ培殖スルーー有り、就中我鉱業ハ宇内萬邦地中発
生
ス
ル
処
ノ
鉱
物
ヲ
採
収
シ
、
国
家
ヲ
益
ス
ル
者
ニ
シ
テ
白
日
地
中
ノ
暗
黒
二
置
キ
奮
励
以
怠
ラ
ザ
ル
者
ハ
拾
モ
兵
士
ノ
敵
前
一
一
立
テ
弾
丸
雨
注
剣
劔
林
立
ノ
間
僅
レ
ザ
ル
者
ハ
何
ゾ
撰
ン
弦
一一吾輩同盟ノ士耶報国ノ微志ヲ場ケント欲シ強健勇壮
ノ
者
ヲ
撰
ビ
鉱
業
二
従
事
シ
既
二
職
親
ト
ナ
リ
職
子
ト
ナ
リ
徳
義
ヲ
重
ジ
廉
阯
ヲ
辨
ヱ
戦
力
勉
務
ヲ
以
テ
倍
鉱
業
ノ
隆
盛
ナ
ラ
ン
事
ヲ
祈
ル
者
也
。
職
親
伊
豫
高
橋
繁
助
兄
分
阿
波
鶴
野
亀
之
進
子
分
讃
岐
三
塚
興
次
郎
こ
の
他
五
八
組
浪
人
立
会
人
伊
豫
高
橋
吉
太
郎
客
人
立
会
人
伊
豫
村
上
常
太
郎
連
名
録
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他
二
名
宇
摩
郡
別
子
鉱
山
旧
壱
号
徳
本
飯
場
立
会
人
讃
岐
小
崎
喜
太
八
他
三
名
旧
弐
号
網
星
飯
場
立
会
人
因
幡
湊
哲
佐
他
五
名
参
号
飯
場
立
会
人
日
向
藤
島
保
次
他
二
名
旭
盛
飯
場
立
会
人
伊
豫
武
田
馬
太
郎
他
四
名
円
山
飯
場
立
会
人
伊
豫
森
田
百
助
他
一
名
山
下
飯
場
立
会
人
阿
波
工
藤
新
市
他
二
名
新
居
郡
立
川
字
第
三
壱
号
飯
場
立
会
人
因
幡
中
村
喜
代
蔵
他
五
名
二
大
正
九
年
（
第
三
古
田
飯
場
の
取
立
状
）
「
取
立
證
右
ハ
今
般
壱
統
集
会
ノ
上
本
月
本
日
坑
夫
二
名
列
セ
シ
メ
候
條
何
時
浮
浪
候
共
宣
敷
く
御
交
際
ア
ラ
ン
事
ヲ
祈
者
也
明
治
四
拾
壱
年
八
月
三
拾
壱
日
新
居
郡
角
石
原
新
弐
号
福
岡
飯
場
各
府
県
諸
鉱
山
同
盟
諸
君
御
中
」
弐
号
飯
場
立
会
人
伊
豫
曽
我
代
五
郎
他七名
三
号
飯
場
立
会
人
備
前
栗
原
森
蔵
他六名
當
飯
場
立
会
人
伊
豫
文
野
武
吉
他十名
世
話
人
備
中
池
本
庄
蔵
他
一
四
名
207 (１４） 
愛
媛
県
新
居
郡
角
野
村
立
川
山
別
子
銅
山
第
四
福
岡
飯
場
立
会
人
イ
ョ
高
橋
梅
吉
そ
の
他
七
名
右
同
所
篠
原
飯
場
立
会
人
イ
ョ
千
葉
吉
三
郎
そ
の
他
六
名
右
同
所
徳
本
飯
場
立
会
人
ア
ハ
石
川
豊
馬
そ
の
他
七
名
連
名
職
親
備
中
上
山
澄
次
職
兄
ト
サ
大
野
俊
三
郎
職
子
赤
瀬
定
吉
そ
の
他
二
六
組
以上
鍛
冶
屋
立
会
人
イ
ョ
岡
田
孝
之
助
右職子ハ當飯一同協議ノ結果各立会ヲ得坑夫二昇進
セシメ候条何国諸鉱山諸工事へ廻飯ノ節ハ御交際ノ程
右
同
所
中
山
飯
場
立
会
人
サ
ヌ
キ
津
村
愛
之
助
そ
の
他
五
名
右
同
所
山
本
飯
場
立
会
人
野
口
喜
代
市
そ
の
他
三
名
富
飯
場
立
会
人
備
中
池
本
庄
蔵
そ
の
他
七
名
中
老
立
会
人
ア
ハ
藤
本
七
蔵
そ
の
他
七
名
世
話
人
イ
ョ
徳
永
栄
そ
の
他
五
名
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こ
れ
ら
の
取
立
状
を
見
る
と
、
明
治
末
と
大
正
期
の
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
生
野
鉱
山
の
よ
う
に
飯
場
ご
と
に
取
立
を
行
っ
て
お
り、飯場を組織単位としていたことが確認される。その他の点についても、この取立状には、明治時代の取立状の
形
式
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
は
な
い
。
取
立
式
は
、
世
話
人
を
中
心
と
し
、
中
老
立
会
人
な
ど
を
加
え
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
取
立
状
に
は
、
鉱
業
所
の
職
員
の
立
会
人
も
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
形
式
的
に
は
、
友
子
が
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
飯
場
頭
の
立
会
人
も
い
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
別
子
銅
山
の
友
子
が
、
飯
場
を
単
位
にして活動している以上、陰陽にわたる飯場頭による友子への介入は避けられなかったであろう。特に鉱業所は、
飯
場
頭
を
使
っ
て
友
子
の
動
向
を
掌
握
し
、
時
に
は
友
子
へ
の
干
渉
を
行
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
それでも友子は、伝統的に自治的な組織であり、自治的な活動が建前上維持されたに違いない。したがってわた
く
し
は
、
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
飯
場
頭
の
支
配
を
う
け
つ
つ
自
治
的
に
存
在
し
、
と
も
あ
れ
そ
う
し
た
組
織
形
態
で
従
来
の
よ
う
な
友子の活動を行っていたと考えている。
な
お
こ
の
取
立
状
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
友
子
の
鉱
夫
た
ち
の
出
身
地
は
地
元
が
多
く
、
他
地
域
の
鉱
山
で
修
行
し
働
い
て
い
た
鉱
夫
の
流
人
が
少
な
く
、
別
子
銅
山
の
友
子
が
、
地
元
主
義
と
い
う
か
土
着
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
大正九年六月一
希
望
候
也
正
九
年
六
月
一
日
愛
媛
県
新
居
郡
角
野
村
立
川
山
別
子
銅
山
第
三
古
田
飯
場
坑
夫
一
同
大
日
本
帝
国
諸
鉱
山
諸
工
事
同
盟
御
中
Ｌ＿ 
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（２） 
四一年の取立状に記載された鉱夫の約七割が四国出身（内愛媛県山山身は五割五分）であった。これにたいして足尾
（３） 
銅山は、明治後期の場合、地元の栃木出身者は一一割で、あとは北陸四県一一一割一一一分、その他各地から集まっている。
別子銅山の友子の地元主義的傾向は、飯場制度と友子の組織を固定的にし、ひいては住友の温情主義的な一厘用関
係、労務管理を受け入れる根拠となっていたと考えられる。これにたいし足尾銅山の友子鉱夫の出身地は、きわめ
て多様であり、だから流動的である。こうした友子鉱夫の流動的な性格は、鉱業所とのなれ合い、腐れ縁を希薄に
し、友子の自立性を促進する大きな根拠になったと思われるのである。
別
子
銅
山
の
こ
れ
ら
の
取
立
状
は
、
末
尾
に
新
し
く
加
盟
し
た
友
子
鉱
夫
を
全
国
の
友
子
に
む
け
て
「
何
国
諸
鉱
山
へ
廻
飯
候
共
御
交
際
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
候
也
」
と
記
し
、
当
時
の
友
子
が
箱
元
交
際
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
後
で
問
題
に
な
る
の
で
一
言
つ
け
く
わ
え
て
お
き
た
い
。
注（１） 
（２） 
（３） 
四
つ
の
取
立
状
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
｜明治四一年、福岡飯場の取立状、新居浜市正岡慶信氏のコピーによる。
二
大
正
二
年
、
旭
盛
古
田
飯
場
の
取
立
状
、
現
別
子
山
村
島
田
平
氏
蔵
。
三
大
正
四
年
、
正
岡
慶
信
氏
の
コ
ピ
ー
。
四、大正九年、古田飯場の取立状。島田平氏蔵。
前掲山口論文、一一一一三頁による。
二
村
一
夫
『
足
尾
暴
動
の
史
的
分
析
員
一
七
一
頁
。
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いして別子銅山は、大》
合
が
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
三
つ
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
別
子
銅
山
が
、
四
国
に
あ
り
孤
立
し
て
い
て
労
働
組
合
運
動
の
波
が
地
理
的
に及びにくかったことである。第二に、そうした地理上の条件に、すでに見たように別子銅山の鉱夫が地元出身者
が
多
く
他
鉱
山
に
比
較
し
て
流
動
性
が
少
な
く
、
他
鉱
山
か
ら
の
鉱
夫
の
流
入
が
少
な
く
、
労
働
組
合
の
影
響
が
及
び
に
く
か
っ
た
こ
とが上げられよう。第三に、伝統的に住友特有の温情的な労務管理が古くからあって労資協調の基盤が強固だった
（３） 
上に、鉱業所がひときわ熱心に労働組△□の侵入を抑える政策をとったことも見逃すことができない。
大正八年は、全国的に鉱山労働組合運動が高揚した年であった。足尾銅山では、友愛会鉱山部、新たに設立され
た
全
国
坑
夫
組
合
、
大
日
本
鉱
山
労
働
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
大
争
議
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
た
い
し
て
別
子
銅
山
の
経
営
者
は
、
早
く
も
労
働
組
合
の
侵
入
を
妨
ぐ
べ
く
方
策
を
た
て
た
。
鉱
業
所
は
、
足
尾
銅
山
や
そ
の
他
の
鉱
山
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
ａ
全
国
的
な
鉱
山
労
働
組
合
運
動
の
高
揚
大正元年に組織された友愛会は、大正三年に早くも鉱山部を組織し、常磐地方を中心に鉱山に鉱夫組合を組織し
（１） 
斯界で注目されることになった。特に大正八年の全国坑夫組ムロの結成後、労働組合は、全国各地の鉱山に徐々に広
（２） 
まっていった。東一息に近く日本の中央部にあった足尾銅山は、日本の鉱山労働組合運動の中心となった。これにた
い
し
て
別
子
銅
山
は
、
大
鉱
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
組
合
の
組
織
化
が
か
な
り
遅
れ
、
大
正
一
二
年
末
ま
で
確
固
と
し
た
労
働
組
１
鉱
業
所
の
友
子
政
策
の
転
換
三
大
正
一
一
年
の
友
子
制
度
の
改
編
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ｂ
親
友
会
の
設
立
と
も
あ
れ
別
子
銅
山
の
鉱
業
所
は
、
労
働
組
合
の
侵
入
を
防
ぐ
べ
く
、
大
正
八
年
三
月
に
「
親
友
会
」
と
呼
ば
れ
る
鉱
夫
と
企
業
の
意
思
疎
通
機
関
を
組
織
し
、
鉱
夫
の
善
導
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
友
子
に
た
い
し
て
は
、
大
正
二
年
に
従
来
の
政
策
を
大
幅
に
改
め
、
友
子
を
こ
の
親
友
会
の
下
部
機
関
と
し
、
友
子
を
企
業
内
の
従
業
員
組
織
に
再
編
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
親
友
会
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
を
、
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。
親
友
会
の
「
目
的
」
は
「
事
業
上
一
一
関
シ
会
員
相
互
ノ
意
思
疎
通
ヲ
計
り
併
セ
テ
各
自
ノ
親
睦
卜
福
利
ノ
増
進
ヲ
計
ル
」
（
規
約
第
（５） 
’一一条）ことと規定されている。会員の構成は、鉱夫、常雇労務者に加え下稼人、請負人、傭員に一部、飯場頭など
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
肥
料
製
造
部
門
の
労
資
、
請
負
人
な
ど
も
構
成
員
だ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
鉱
夫
の
外
、
会
社
の
労
務
管
理
職
員
に
、
飯
場
頭
を
加
え
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
労
資
二
者
に
よ
る
協
議
機
関
で
は
な
く
、
全
従
業
員
組
織
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
質
的
に
足
尾
銅
山
の
飯
場
組
合
に
近
い
。
組
織
は
、
鉱
山
で
は
東
平
と
端
場
に
そ
れ
ぞ
れ
部
会
を
置
き
、
部
会
ご
と
に
評
議
員
会
が
置
か
れ
、
甲
種
評
議
委
員
は
鉱
業
所
長
に
よ
り
指
名
さ
れ
、
乙
種
評
議
委
員
は
、
前
記
の
会
員
か
ら
選
挙
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
幹
事
は
、
甲
種
評
議
委
員
の
中
か
ら
鉱
業
所
長
が
指
名
し
た
。
役
員
は
、
鉱
業
所
長
が
会
長
と
な
り
、
副
会
長
、
書
記
、
部
会
長
、
お
よ
び
甲
種
評
議
委
員
は
、
会
長
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
評
議
委
員
会
は
年
に
四
回
、
会
員
大
会
は
年
一
回
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
親
友
会
は
、
い
わ
ゆ
る
労
資
対
等
の
工
場
委
員
会
な
ど
で
は
な
く
、
鉱
業
所
主
導
の
企
業
内
の
労
資
意
思
疎
通
機
関
に
、
友
子
が
労
働
組
合
に
荷
担
し
た
り
、
労
働
組
合
化
し
た
り
、
友
子
の
メ
ン
バ
ー
が
労
働
組
合
に
積
極
的
に
係
わ
っ
た
り
し
て
い
る
（４） 
事
実
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
足
尾
銅
山
の
友
子
の
企
業
内
化
に
も
注
目
し
た
に
違
い
な
い
。
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ｃ
友
子
の
親
友
会
へ
の
編
入
大
正
一
○
年
は
、
足
尾
銅
山
で
激
し
い
労
働
組
合
の
争
議
が
起
き
た
。
こ
の
時
も
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
一
部
は
労
働
組
合
に
転
化
（６） 
し
、
争
議
に
参
加
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
前
に
し
て
、
別
子
銅
山
の
鉱
業
所
は
、
新
た
な
労
働
組
合
対
策
を
こ
う
じ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
大
正
二
年
一
月
に
鉱
業
所
は
、
従
来
の
友
子
政
策
を
改
め
て
、
先
に
設
立
し
た
親
友
会
の
も
と
に
友
子
制
度
を
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
た
な
友
子
政
策
の
展
開
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
当
時
の
労
務
担
当
の
鷲
尾
勧
解
治
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
第
一
に
、
友
子
は
、
従
来
の
ま
ま
で
は
労
働
組
合
に
利
用
さ
れ
た
り
、
温
床
に
な
っ
た
り
し
か
ね
な
い
の
で
、
こ
れ
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
彼
は
、
こ
の
政
策
転
換
に
つ
い
て
昭
和
二
年
に
、
「
大
正
十
年
足
尾
銅
山
の
争
議
の
際
は
労
働
組
合
が
友
子
同
盟
を
利
用
し
た
為
め
に
会
社
側
が
困
難
を
極
め
た
こ
（７） 
と
全
く
自
分
の
予
想
通
り
で
あ
っ
た
。
何
う
か
此
の
悪
い
方
面
に
趨
ら
ぬ
や
》
っ
、
同
盟
本
来
の
精
神
を
維
持
改
善
し
て
行
く
こ
と
」
が
必
要
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
に
、
大
正
一
○
年
頃
ま
で
に
は
、
か
つ
て
友
子
が
持
っ
て
い
た
技
能
養
成
機
能
、
共
済
機
能
は
、
も
は
や
不
要
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
友
子
を
そ
の
ま
ま
で
は
存
在
さ
せ
て
お
く
こ
と
は
そ
の
自
治
的
性
格
か
ら
み
て
も
危
険
な
の
で
、
親
友
会
に
統
合
し
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
た
。
彼
は
、
親
分
子
分
の
関
係
が
鉱
夫
の
後
継
者
の
養
成
に
役
だ
っ
て
き
た
と
の
認
識
に
た
っ
て
、
こ
の
「
職
業
の
教
育
と
云
ふ
こ
と
も
誠
に
重
要
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
近
来
会
社
の
方
で
之
れ
を
行
ふ
こ
と
に
な
り
鉱
夫
自
身
が
教
育
に
当
た
る
と
云
（８） 
ふことは先づない様になりました。」と一一一一口い、「社会の秩序が整ふに従ひ事業主の方でも扶助救済等の規則が出来政
で
あ
り
、
迫
り
来
る
労
働
組
合
運
動
に
対
処
す
る
た
め
に
、
鉱
業
所
が
、
鉱
夫
を
企
業
側
に
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
と
め
、
鉱
夫
た
ち
が
労
働
組
合
に
走
ら
な
い
よ
う
に
す
る
労
務
管
理
の
た
め
の
従
業
員
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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府
の
方
で
も
健
康
保
険
を
創
め
る
等
労
働
者
に
対
す
る
福
祉
増
進
の
施
設
が
完
備
し
来
り
、
昔
の
様
に
相
互
救
済
と
云
う
こ
と
が
大
し
（９） 
た必要でも無くなった又有効でもなくなって参りました。」と指摘している。
鷲尾は、友子がもはや本来の二大機能を果たさなくなったことを認めたが、しかし友子がもはや別子銅山に必要
がなくなったとは考えなかった。彼は、友子に相変わらず関心を示し、「同盟が適当な指導者を得ざりし為め一一一百
年来何等の改良を加へられず、今や滅亡に瀕している」、「誠に遺憾千万であるから何等か時勢に適応する様に之を
（、）
改善して見たとの考えを有って居りました。」と一一一一口っている。
ど
の
様
に
改
善
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
彼
は
、
「
同
盟
交
際
の
仕
事
と
し
て
残
さ
れ
た
る
此
の
信
義
の
発
揚
と
云
ふ
一
事
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
「
職
親
が
職
子
に
対
す
る
信
即
ち
生
粋
の
心
持
で
之
を
輔
導
す
る
こ
と
」
で
（ｕ） 
あり、要するに労働組合などというような企業に迷惑な行いをしないように善導することである。
（皿）
鷲
尾
は
、
こ
う
し
て
基
本
的
に
機
能
を
失
っ
た
友
子
を
鉱
夫
「
善
導
」
の
機
関
と
し
て
役
立
つ
と
考
え
、
友
子
の
有
力
者
と
協
議
し
、
友
子
を
親
友
会
の
下
部
機
関
に
再
編
し
た
の
で
あ
る
。
正
式
に
は
、
彼
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
友
子
を
「
親
友
会
の
付
属
事
業
と
（田）
して鉱夫交際部」に改編したのである。
更に鷲尾は、「此の交際部にありては、従来の悪い点はドンドン改善を加へ立派な新しい組織の下に友子同盟本
来
の
趣
旨
を
発
揚
し
外
来
の
諸
組
合
団
体
等
に
伍
し
て
飽
く
迄
日
本
固
有
の
特
色
を
発
揮
せ
ん
も
の
と
志
し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
（ｕ） 
た。」と正直に告白している。以上の述懐は、友子を親友〈雪の下部機関にした動機、意図を実によく物語っている。
官丁注
、=／、－／
渡部徹「友愛会の組織の実態」、『人文学報』第一八巻を参照。
鉱
山
経
営
者
連
盟
編
『
鉱
山
労
働
運
動
史
呉
足
尾
銅
山
労
働
組
合
編
『
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
』
を
参
照
。
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ａ
「
親
友
会
鉱
夫
交
際
部
」
の
設
立
事
情
別子銅山の友子は、大正二年一月に鉱業所の手で大きく改編された。大正一二年に行われた端出場の鉱夫交際
所の取立状の前文は、友子が親友会の下に再編された経緯を次のように述べている。
「
｜
住
友
豫
州
親
友
会
鉱
夫
交
際
部
設
立
ノ
由
来
（略）数百年間鉱夫ハ友子同盟ヲ結ピ職親職子ノ関係ヲ結ビ職ヲ授ケテ鉱業ノ発達一一貢献シ互一一共済スルノ途
〆~、／■、／=、／■、／■、／■、／■、／￣、／￣、／￣、／~、／■、
1４１３１２１１１０９８７６５４３ 
、-〆、ごゾ、､〆、－〆、_〆、‐〆里_’、ご／迅一〆、_／、－〆、＝ノ
２
親
友
会
の
も
と
で
の
友
子
制
度
ｌ
大
正
二
年
の
友
子
の
親
友
会
へ
の
編
入
と
変
型
友
子
の
構
造
Ｉ
第三の点については、当時の別子銅山の労働組合が強調していた点である。「住友別子鑛山労働運動の顛末』を参照。
この点については、ｃ項を参照。
この規約全文は、前掲『資料愛媛労働運動史」第三巻、’四頁以下で紹介されている。
この点については、本誌の次号に発表の予定の拙稿「大正期における友子の労働組合化」を参照されたい。
鷲尾勧解治「鉱夫同盟交際の本旨」、改善会機関誌『改善』昭和二年十月号、七’八頁。
同右書、十一月号、一一’三頁。
同右書、十月号、六頁。
同右書、十月号、七頁。
同右書、十一月号、三頁、六頁。
同右書、十月号、六頁。
同右書、八頁。
同右書、八頁。
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ヲ講ジ生涯苦楽ヲ共ニシテ血族以上ノ好意ヲ侭シタリ、然ルー一今ャ時勢ハ変遷シテ封建時代ノ制度ヲ其侭二継
続スルヲ許ササルーー至しり、偶々大正十年ノ春西国ヨリ回状二接シ従来ノ各帳交際ヲ廃止シテ山中規約ヲ設ク
ル
ノ
必
要
二
迫
し
り
、
依
テ
吾
人
等
ハ
相
謀
リ
テ
鉱
主
二
願
上
其
ノ
助
力
ヲ
乞
上
大
正
十
一
年
一
月
二
十
日
住
友
豫
州
親
友
会
付
属
事
業
ノ
ー
ト
シ
テ
鉱
夫
交
際
部
ヲ
設
ケ
山
中
規
約
ヲ
作
リ
タ
リ
、
吾
等
ハ
此
新
ラ
シ
キ
組
織
ノ
許
二
益
其
制
度
ヲ
改
善
ス
ル
ト
（１） 
共二益古来同盟ノ信義ヲ発揚シ鉱主卜辻〈二吾人ノ使命ヲ完フセンコトヲ期セリ」
この記述は、別子銅山の友子の大勢が、西国の回状を期に鉱業所の方針に従って友子を親友会の下部機関に併合
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
西
国
の
回
状
と
は
、
大
正
八
年
に
兵
庫
県
下
の
生
野
鉱
山
の
友
子
が
、
財
政
難
を
理
由
に
箱
元
交
際
（
前
文
で
は
、
各
帳
交
際
と
呼
ん
で
い
る
。
）
を
廃
止
す
る
旨
を
し
た
た
め
て
全
国
の
友
子
組
織
に
向
け
て
発
し
た「回状」のことである。それには、生野鉱山では今後、鉱夫浪人たちが職や情報、さらに奉願帳を
（２） 
も
っ
て
寄
付
を
も
と
め
て
登
山
し
て
き
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
戦
後
恐
慌
以
後
に
友
子
制
度
が
急
速
に
そ
の
存
立
基
盤
を
喪
失
し
て
衰
退
し
は
じ
め
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
（３） 
で
あ
る
。
別
子
銅
山
の
友
子
の
指
導
的
な
鉱
夫
た
ち
は
、
こ
の
回
状
を
受
け
取
っ
て
困
惑
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
折
り
に
労
働
組
合
運
動
が
全
国
的
に
起
こ
り
、
こ
れ
を
憂
慮
し
て
い
た
鷲
尾
は
、
友
子
を
親
友
会
に
組
み
入
れ
る
べ
く
友
子
の
指
導
的
な
鉱
夫
た
ち
を
説
得
し
、
つ
い
に
す
で
に
見
た
よ
う
な
友
子
に
対
す
る
鷲
尾
の
構
想
を
実
現
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
に
他
の
友
子
メ
ン
バ
ー
が
異議をさしはさんだかどうか明らかではない。しかし唯一別子銅山の友子について研究した山口弘光氏によれば、
こ
う
し
た
変
型
し
た
友
子
に
よ
っ
て
取
立
ら
れ
た
職
子
を
、
戦
後
に
正
規
の
友
子
と
見
な
そ
う
と
し
な
か
っ
た
元
友
子
鉱
夫
た
ち
が
い
（４） 
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
友
子
内
部
に
お
い
て
も
、
こ
の
友
子
の
組
織
改
編
が
友
子
制
度
に
と
っ
て
邪
道
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
た
鉱
夫
が
多
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第五章会計、
設立ノ由来」
「第一章
く
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
は
言
え
大
勢
と
し
て
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
企
業
内
化
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
も
は
や
伝
統
的
な
友
子
制
度
を
守
る
意
識
が
著
し
く
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
の
労
（５） 
務
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
友
子
を
、
わ
た
く
し
は
、
本
来
の
友
子
と
区
別
し
て
変
型
友
子
と
呼
ん
で
い
る
。
ｂ
「
親
友
会
鉱
夫
交
際
部
」
の
規
約
の
分
析
ｌ
変
型
友
子
の
組
織
と
機
能
１
次
に
こ
の
別
子
銅
山
に
お
け
る
「
親
友
会
鉱
夫
交
際
部
」
の
規
約
を
分
析
し
て
、
変
型
友
子
の
構
造
を
解
明
し
、
変
型
友
子
が
如
何
な
る
組
織
で
ど
の
様
な
活
動
を
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
（６） 
「住友豫州親友会鉱夫交際部規約」は、前文、第一章総則、第一一章役員及会議、第一二章交際事業、第四章取扱、
第
五
章
会
計
、
第
六
章
付
則
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
文
は
、
注
で
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
取
立
状
の
前
文
に
あ
る
「
鉱
夫
交
際
部
設
立
ノ
由
来
」
と
同
文
で
あ
っ
た
。
第
一
章
総
則
は
、
交
際
鉱
夫
部
の
基
本
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第一条鉱夫交際部ハ……親友会々則第二十五条ノー一一一依ル附属事業ノーーーシテ採鉱課二従属セル渡鉱夫ノ同盟
交際ヲ行フヲ目的トス。
鉱
夫
同
盟
交
際
ノ
目
的
ハ
鉱
夫
ノ
体
面
ヲ
重
ン
ジ
鉱
夫
ノ
道
ヲ
高
メ
同
盟
ノ
信
義
ヲ
侭
ス
ヲ
目
的
ト
ス
。
第
二
条
本
交
際
部
ハ
山
中
交
際
ヲ
行
上
他
山
ト
ノ
各
帳
交
際
ヲ
為
サ
ズ
。
但
シ
浪
客
交
際
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ズ
。
第
三
条
本
交
際
部
ハ
端
出
場
二
別
子
銅
山
鉱
夫
交
際
所
ヲ
設
ケ
、
本
交
際
部
ヲ
分
チ
テ
端
出
場
鉱
夫
交
際
所
及
東
平
鉱
夫
交
際
所
ト
ス
。
総
則
(皿） 197 
第
二
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
鉱
夫
交
際
部
」
は
、
「
鉱
夫
同
盟
交
際
」
す
な
わ
ち
友
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
目
的
」
は
「
鉱
夫
ノ
体
面
ヲ
重
ン
ジ
鉱
夫
ノ
道
ヲ
高
メ
同
盟
ノ
信
義
ヲ
侭
ス
」
（
第
一
条
）
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
同
盟
」
と
は
、
友
子
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
組
織
は
、
あ
く
ま
で
友
子
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
友
子
の
重
要な機能の一つである「各帳交際」、すなわち奉願帳交際は取りやめるという制限をつけている（第二条）。
第
三
に
、
こ
の
「
鉱
夫
交
際
部
」
が
友
子
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
組
織
構
成
員
が
「
鉱
夫
交
際
」
を
行
う
鉱
夫
、
つ
ま
り
取
立
を
へ
た
鉱
夫
、
「
将
来
取
立
」
ら
れ
る
鉱
夫
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
（
第
四
条
）
か
ら
も
わ
か
る
。
第
四
に
、
「
鉱
夫
交
際
部
」
は
、
従
来
の
飯
場
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
友
子
組
織
単
位
を
二
つ
の
組
織
単
位
に
統
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
つ
の
事
務
所
を
お
い
た
。
こ
れ
は
、
分
散
的
な
友
子
組
織
を
、
企
業
が
管
理
し
や
す
く
す
る
た
め
に
組
織
の
統
合
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
て
「
鉱
夫
交
際
部
」
の
規
約
は
、
こ
の
企
業
内
の
変
型
友
子
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
如
何
な
る
活
動
を
行
う
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
二
章
「
役
員
及
会
議
」
を
見
て
み
よ
う
。
役
員
は
、
主
事
、
監
事
、
委
員
、
世
話
役
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
役
員
会
議
、
相
以
上
の
規
定
は
、
変
型
友
子
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
親
友
会
「
鉱
夫
交
際
部
」
は
、
企
業
が
作
っ
た
親
友
会
の
会
長
で
あ
る
鉱
業
所
長
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
（
親
友
会
会
則
二
十
五
条
）
の
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員
は
企
業
の
従
業
員
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
本
質
的
に
企
業
内
の
従
業
員
組
織
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
企
業
内
友
子
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
ある。
両
交
際
所
ハ
互
二
隣
村
交
際
所
卜
見
倣
シ
互
二
立
会
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
第
四
条
本
交
際
部
一
一
加
盟
ス
ル
モ
ノ
ハ
従
来
鉱
夫
交
際
ヲ
為
セ
シ
モ
ノ
又
本
規
約
ニ
ョ
リ
テ
将
来
取
立
テ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
一
一
限ル。」
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談
会
の
機
関
を
お
い
た
（
第
五
条
）
。
主
事
は
、
親
友
会
の
会
長
（
鉱
業
所
長
）
に
よ
っ
て
、
副
会
長
の
中
か
ら
「
指
名
」
さ
れ
た
。
実
際
に
は
労
務
担
当
の
労
働
課
長
で
あ
る
鷲
尾
勧
解
治
が
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
主
事
ハ
会
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
各
交
際
部
ヲ
統
括
シ
其
ノ
指
導
二
任
ズ
ル
モ
ノ
」
（
第
五
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
役
員
の
内
の
監
事
若
干
名
は
、
「
交
際
二
関
係
ア
ル
飯
場
頭
又
ハ
傭
人
ノ
中
ヨ
リ
」
会
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
内
一
名
が
「
専
任
監
事
」
と
な
り
、
主
事
を
補
佐
し
た
。
こ
れ
で
こ
の
組
織
が
、
企
業
の労務統括機関であることが十分に確認される。
他
方
、
委
員
、
世
話
役
な
ど
の
役
員
は
、
｜
飯
場
を
選
出
母
体
と
し
、
約
三
○
名
に
つ
き
委
員
一
名
、
世
話
役
二
名
の
割
合
で
会
員
に
よ
り
「
連
記
無
記
名
投
票
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
テ
之
ヲ
選
挙
ス
ル
」
（
第
八
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
主
事
、
監
事
と
い
う
ト
ッ
プ
の
組
織
指
導
者
は
、
足
尾
銅
山
の
企
業
内
友
子
と
同
じ
よ
う
に
、
企
業
か
ら
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
下
の
役
員
は
、
す
べ
て
会
員
の
選
挙
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
友
子
の
も
っ
て
い
た
民
主
的
な
組
織
の
性
格
が
一
部
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
委
員
」
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
会
員
を
「
代
表
シ
交
際
事
項
ノ
協
議
二
当
り
且
シ
監
事
ヲ
補
ケ
テ
交
際
事
務
二
尽
力
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
世
話
役
」
は
「
役
員
卜
加
盟
者
ト
ノ
間
二
立
チ
テ
交
際
事
務
二
尽
力
」
（
第
九
条
）
と
あ
る
。
協
議
機
関
と
し
て
役
員
総
会
は
、
主
事
以
下
、
委
員
、
世
話
役
全
員
に
よ
っ
て
年
一
回
開
催
さ
れ
、
「
交
際
事
項
ノ
報
告
ヲ
為
シ
且
交
際
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
審
議
ス
ル
」
（
第
十
条
）
。
た
だ
し
そ
こ
で
「
協
議
シ
タ
ル
事
項
ハ
会
長
ノ
承
認
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
さ
れ
、
鉱
業
所
長
の
管
理
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
監
事
、
委
員
か
ら
な
る
「
相
談
会
」
と
い
う
の
が
お
か
れ
、
こ
れ
は
、
委
員
の
過
半
数
で
成
立
し
た
（
第
十
一
条
）
。
こ
れ
は
、
専
任
監
事
が
統
括
し
、
各
交
際
所
が
隔
月
に
交
替
で
定
例
相
談
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
第
十
二
条
）
。
相
談
会
の
任
務
は
、
次
に
問
題
に
な
る
「
交
際
事
業
」
に
つ
い
て
「
報
告
ヲ
受
ケ
」
「
調
査
審
議
ス
ル
」
こ
と
であった（第十三条）。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
組
織
は
、
企
業
の
管
理
者
か
ら
統
制
さ
れ
な
が
ら
も
友
子
の
民
主
的
な
形
を
半
ば
維
持
し
つ
つ
、
企
業
と
友
子
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鉱
夫
の
意
思
疎
通
機
関
、
労
務
機
関
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
「
鉱
夫
交
際
部
会
」
は
、
実際にそうした役割を果たすことになる。
第一一一章は、「交際事業」として、第一節「加盟者集会」、第一一節「取立」、第三節「浪客交際」、第四節「山中交
際
」
に
つ
い
て
規
定
し
、
友
子
の
伝
統
的
な
活
動
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
は
、
「
各
飯
場
又
ハ
交
際
所
に
於
テ
ハ
時
々
加
盟
者
ノ
集
会
ヲ
開
ク
」
と
さ
れ
、
こ
の
「
加
盟
者
集
会
」
に
お
い
て
は
「
交
際
事
項
ノ
報
告
・
鉱
夫
ノ
道
ノ
講
究
実
践
又
ハ
傭
員
若
ク
ハ
名
士
ノ
有
益
ナ
ル
講
演
等
ヲ
行
う
」
と
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
一
方
で
は
友
子
固
有
の
全
員
集
会
を
継
承
し
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
鉱
業
所
か
ら
の
啓
蒙
、
教
育
の
機
関
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
重
性
が
現
実
に
問
題
に
な
る
。
第
二
節
は
、
取
立
に
つ
い
て
詳
し
く
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
友
子
の
取
立
方
法
を
継
承
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
取
立
の
希
望
者
は
、
加
盟
者
一
人
の
紹
介
者
を
要
し
、
そ
の
資
格
は
満
一
年
で
別
子
銅
山
で
勤
務
せ
る
坑
内
夫
（
支
柱
夫
、
削
岩
機
夫
、
採
鉱
夫
）
に
加
え
、
将
来
坑
夫
に
な
る
見
込
み
の
あ
る
三
○
歳
以
内
の
坑
内
の
運
搬
夫
や
雑
夫
で
あ
る
（
第
十
九
条
）
。
取
立
式
は
、
年
一
回
行
い
、
こ
れ
を
取
り
仕
切
る
世
話
方
は
、
委
員
選
挙
の
方
法
に
準
じ
て
遊
ば
れ
る
。
ま
た
取
立
ら
れ
た
者
は
、
「
満
三
年一一一ヶ月間当山二於テ忠実二就業シ職親ニッキ鉱夫ノ道ヲ修養スベキモノトス」（第二十二条）とある。
第
三
節
は
、
「
浪
客
交
際
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
｜
雇
用
の
機
会
な
ど
や
取
立
の
立
会
い
な
ど
で
来
山
し
た
浪
人
、
客
人
へ
の
附
合
料
の
支
払
い
は
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
交
際
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
ず
、
規
約
前
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
こ
れ
は
、
基
本
的
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
但
し
第
六
章
の
付
則
で
は
、
こ
の
規
約
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
作
成
さ
れ
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
に
つ
い
て
は
、
三
円
か
ら
四
五
円
の
幅
で
寄
付
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
配
慮
は
、
い
か
に
も
友
子
ら
し
い
。
も
し
そ
う
し
た
配
慮
を
欠
き
、
奉
願
帳
持
ち
鉱
夫
の
登
山
を
闇
雲
に
拒
否
す
れ
ば
、
別
子
銅
山
の
友
子
は
、
全
国
の
友
子
界
か
ら
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総
す
か
ん
を
食
ら
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
四
節
は
、
山
中
交
際
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
項
は
慶
弔
と
傷
病
救
済
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
従
来
の
友
子
の
も
の
と
同
じ
だ
が
、
親
友
会
の
救
済
部
の
規
定
と
の
重
複
を
さ
け
、
「
金
品
ノ
贈
呈
ヲ
簡
約
シ
テ
其
情
誼
ヲ
尽
ス
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
詳
論
は
省
く
が
、
葬
式
の
手
伝
い
、
病
傷
家
族
へ
の
見
舞
い
、
退
職
者
の
見
送
り
に
要
す
る
人
手
を
だ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
な
お
死
亡
に
つ
い
て
は
、
加
盟
者
は
金
十
円
、
生
後
一
ヶ
月
以
上
の
家
族
に
は
金
五
円
の
葬
祭
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
規
定されている（第二十八条）。
第
二
項
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
の
廃
止
に
か
わ
る
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
奉
願
帳
の
発
行
に
値
す
る
傷
害
で
、
終
身
自
分
で
歩
行
さえ困難な場合の、私傷については一一一○○’四○○円、公傷については二○○’三○○円を支給する、また労働が
終
身
不
能
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
の
、
私
傷
に
つ
い
て
は
二
○
○
’
三
○
○
円
、
公
傷
に
つ
い
て
は
一
○
○
’
一
一
○
○
円
を
支
払
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
三
十
一
条
）
。
｜
時
的
な
傷
害
に
と
も
な
う
労
働
不
能
に
た
い
し
発
行
さ
れ
る
従
来
の
寄
付
帳
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
二
○
円
か
ら
七
○
円
の
救
済
金
を
規
定
し
て
い
る
（
第
三
十
二
条
）
。
な
お
加
盟
者
や
そ
の
遺
族
が
困
窮
し
た
場
合
は
、
「
相
当
ノ
救
済
」
を
行
う
こ
と
と
「
同
盟
ノ
誼
ニ
ョ
リ
看
護
人
」
の
派
遣
を
規
定
し
て
い
る
（
第
三
十
三
条
）
。
奉
願
帳
制
度
は
、
山
中
の
範
囲
で
は
、
山
内
で
労
働
不
能
に
陥
っ
た
友
子
鉱
夫
に
た
い
し
奉
願
帳
を
発
行
し
、
鉱
山
内
で
一
定
の
高
額の寄付を行い、その後は奉願帳を持った鉱夫は、各地の鉱山を巡回して寄付を仰ぎ生活をするシステムである。
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
鉱
山
内
で
奉
願
帳
を
発
行
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
当
鉱
山
で
発
行
し
た
奉
願
帳
を
持
っ
て
他
鉱
山
を
巡
回
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
か
わ
り
当
鉱
山
に
登
山
す
る
奉
願
帳
を
持
ち
鉱
夫
が
き
て
も
寄
付
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
である。
本
章
の
規
定
は
、
鉱
山
内
で
は
、
奉
願
帳
の
廃
止
に
か
わ
る
救
済
手
段
が
こ
う
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
鉱
山
と
の
奉
願
帳
附
合
は
廃
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止
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
も
友
子
の
企
業
内
化
の
傾
向
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
第
四
章
は
、
本
規
約
の
運
用
に
つ
い
て
若
干
の
規
定
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
「
採
鉱
課
ヲ
退
職
」
し
た
者
は
「
本
交
際
部
」
を
脱
退
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
と
の
規定が注目される（第三十七条）。第五章は、会計について規定したものであるが、会費「毎月五十銭」（第四十四
条）と規定し、鉱業所の寄付を規定したほか特に注目すべき点はない。
第
六
章
の
付
則
は
、
会
則
の
大
正
二
年
一
月
の
施
行
と
規
約
改
正
に
は
会
長
の
許
可
を
要
す
る
規
定
、
先
に
指
摘
し
た
本
規
約
以
前に発行した奉願帳への寄付の継続という経過処置を規定している。
以
上
の
よ
う
に
、
｜
鉱
夫
交
際
部
」
は
、
明
ら
か
に
友
子
制
度
を
鉱
業
所
が
、
労
務
管
理
組
織
と
し
て
企
業
内
に
包
含
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
友
子
そ
の
も
の
は
、
友
子
の
従
来
の
活
動
を
大
幅
に
維
持
し
つ
つ
も
、
自
立
的
な
組
織
の
性
格
を
か
な
り
の
程
度
失
い
、
な
お
友
子
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注（１）大正一二年の取立状。なおこの文面は、「親友会鉱夫交際部」の規約前文と全く同じである。違うのは、年代が一一カ所
入
っ
て
い
る
こ
と
と
、
「
血
族
以
上
」
が
「
血
族
親
子
」
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
（
２
）
わ
た
く
し
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
こ
の
回
状
を
見
て
い
な
い
の
だ
が
、
昭
和
一
二
年
の
三
菱
鉱
業
の
「
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件
」
に
よ
れ
ば
、
生
野
鉱
山
の
友
子
は
「
交
通
機
関
ノ
発
達
ト
共
二
全
国
各
交
際
所
中
救
済
二
要
ス
ル
経
費
ノ
負
担
二
堪
へ
難
」
く
、
「
大
正
七
、
八
年
頃
ノ物価騰貴ト共二全国交際所共経営難二陥り」、「富山交際所ハ大正九年春全国友子同盟ノ自然崩壊ヲ見越シ、全国鉱山一一
回章ヲ発シテ全国的交際ヲ絶チタル旨ヲ通告シ、爾後山内限リノ交際共助ヲ為スニ止メ今日一一及ブ」（左合藤三郎編『鉱
業
資
料
集
・
第
一
巻
』
一
○
二
頁
）
と
あ
る
。
（
３
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
の
変
遷
」
の
「
四
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
消
滅
」
を
参
照
。
（４）前掲山口弘光論文、一三六頁。
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正L一
つ
○ 
ヨ ａ
取
立
に
つ
い
て
「
鉱
夫
交
際
部
」
②
（
５
）
前
掲
拙
稿
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
（
上
）
」
、
三
一
六
頁
。
（
６
）
『
資
料
愛
媛
労
働
運
動
史
」
第
三
巻
、
三
七
一
頁
以
下
に
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
立
会
人
｜
親
友
会
交
際
部
設
立
ノ
由
来
（
既
に
引
用
し
た
の
で
省
略
）
｜
鉱
夫
同
盟
交
際
ノ
目
的
（
省
略
）
一
取
立
ノ
宣
誓
（
省
略
）
徳
本
飯
場
職
親
岡
山
県
安
東
蘭
治
（
改
善
会
の
活
動
家
）
職
兄
愛
媛
県
奥
浦
源
九
郎
職
子
愛
媛
県
深
川
清
吉
３
鉱
夫
交
際
部
・
変
型
友
子
の
活
動
坐
夫
交
際
部
」
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
毎
年
一
回
取
立
式
を
行
う
と
規
定
し
て
い
る
が
、
わ
た
く
し
の
確
認
し
て
い
る
の
は
、
大
一
一
年
と
昭
和
二
年
の
取
立
式
だ
け
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
大
正
一
二
年
の
端
出
交
際
所
の
取
立
状
の
基
本
的
な
形
を
示
し
て
お
浪
人
愛
媛
県
山
下
好
太
郎
取
立
状
191 (３０） 
他
一
名
客
人
愛
媛
県
二
宮
直
次
他
一
名
鍛
冶
職
愛
媛
県
黒
川
利
夫
東
平
鉱
夫
交
際
所
山
本
飯
場
愛
媛
県
孝
田
牧
太
他
一
名
福
岡
飯
場
愛
媛
県
片
上
一
平
他
一
名
端
出
場
鉱
夫
交
際
所
篠
原
飯
場
愛
媛
県
佐
々
木
藤
平
他
一
名
徳
本
飯
場
愛
媛
県
松
本
広
太
郎
他
一
名
中
山
飯
場
愛
媛
県
片
上
元
太
郎
他
一
名
中
老
別子銅山における友子制度の変遷 (３１） 190 
（１） 
こ
の
取
立
状
の
前
文
に
規
定
さ
れ
た
「
鉱
夫
同
盟
交
際
ノ
目
的
」
は
、
従
来
の
取
立
状
に
み
ら
れ
る
友
子
の
ロ
ロ
的
規
定
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
「
同
業
相
扶
ケ
」
と
か
「
鉱
夫
ノ
道
ヲ
高
メ
」
と
か
、
「
鉱
夫
同
盟
交
際
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
」
と
か
友
子
の
目
的
を
示
し
、
外
見
上
は
、
別
子
銅
山
の
友
子
が
、
企
業
内
の
従
業
員
組
織
に
改
編
さ
れ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
枠
内
で
友
子
制
度
を
そ
れ
な
り
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
注
意
深
く
文
面
を
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
取
立
状
の
後
文
に
は
、
以
前
の
取
立
状
の
よ
う
に
、
全
国
の
同
盟
へ
の
挨
拶
が
全
く
な
い
。
こ
れ
は
、
別
子
銅
山
の
友
子
が
企
業
内
化
し
全
国
の
友
子
と
の
関
係
を
断
絶
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
徳
本
飯
場
愛
媛
県
石
川
豊
馬
他
各
飯
場
十
八
名
右
役
付
及
職
子
ノ
宣
誓
ニ
ョ
リ
鉱
夫
二
昇
進
加
盟
セ
シ
ム
大
正
十
二
年
十
二
月
十
五
日
住
友
豫
州
親
友
会
別
子
鉱
山
端
出
場
鉱
夫
交
際
所
住
友
豫
州
親
友
会
別
子
鉱
山
鉱
夫
交
際
部
主
事
鷲
尾
勘
解
治
」
取
立
世
話
人
中
山
飯
場
愛
媛
県
越
智
磯
太
郎
他
各
飯
場
五
名
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守
衛
や
警
官
の
数
を
増
や
し
外
部
か
ら
の
侵
入
者
を
監
視
し
、
親
友
会
を
組
織
し
、
労
働
組
合
の
侵
入
を
防
い
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
子
銅
山
に
も
労
働
組
合
の
波
が
つ
い
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
大
正
一
二
年
の
二
月
こ
ろ
か
ら
総
同
盟
に
関
連
を
も
つ
十
数
人
（２） 
の
鉱
夫
ら
が
、
秘
か
に
労
働
組
合
を
設
立
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い
た
。
お
り
し
も
戦
後
恐
慌
は
、
別
子
銅
山
の
生
産
を
停
滞
さ
せ
、
大量の解一展者をだし、合理化が進められ、鉱夫の不満が高まっていた。
大
内
豊
太
郎
は
、
住
友
鉄
工
所
に
働
い
て
い
た
気
缶
工
で
あ
っ
た
が
、
総
同
盟
の
機
関
誌
「
労
働
者
新
聞
」
の
読
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
総
同
盟
大
阪
連
合
会
に
代
表
者
園
部
喜
代
隈
を
送
り
、
組
織
化
の
指
導
を
仰
い
だ
。
園
部
の
帰
山
後
の
一
一
一
月
に
は
、
三
○
名
の
組
合
員
鉱
夫
が
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
、
直
接
総
同
盟
大
阪
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
た
ら
し
い
。
八
月
に
は
、
大
阪
連
合
会
か
ら
大
谷
省
三
、
山
内
鉄
吉
、
地
元
出
身
の
鈴
木
悦
次
郎
ら
が
、
オ
ル
グ
と
し
て
来
山
し
、
組
織
固
め
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
組
合
運
動
を
敵
視
し
、
厳
し
い
監
視
と
温
情
主
義
の
も
と
で
長
い
間
馴
染
ん
だ
鉱
夫
た
ち
は
、
容
易
に
労
働
組
合
に
結
集
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
しかし大正一三年一一一月、労働組合に試練がやってきた。それは組合員谷口直市が解雇された。谷口は、怪我をし
ｂ
労
働
組
合
の
形
成
と
争
議
下
に
お
け
る
鉱
夫
交
際
部
の
活
動
鉱
夫
交
際
部
の
活
動
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
変
型
友
子
の
活
動
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
も
は
や
従
来
の
友
子
の
基
本
的
機
能
で
あ
っ
た
鉱
夫
の
技
能
養
成
で
も
共
済
で
も
な
く
、
鷲
尾
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
友
子
組
織
を
通
じ
て
、
親
分
子
分
の
関
係
の
中
に
あ
る
「
信
義
」
を
高
め
、
も
っ
ぱ
ら
労
資
協
調
、
否
鉱
夫
の
企
業
へ
の
従
順
、
伝
統
的
な
住
友
の
封
建
的
な
一
家
主
義
に
基
づ
く
温
情
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
鉱
夫
の
道
徳
心
に
ま
で
高
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
労
働
組
合
を
敵
視
す
る
道
徳
心
を
培
い
、
労
働
組
合
運
動
を
撃
退
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
変
型
友
子
は
、
そ
う
し
た
使
命
を
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
友
子
は
、
そ
う
し
た
役
割
を
果
た
し
う
る
と
企
業
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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労
働
組
合
員
へ
の
「
忠
告
」
は
、
鉱
業
所
の
文
書
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
前
記
懇
談
会
と
相
前
後
し
て
坑
夫
頭
、
人
事
係
、
或
は
同
盟
交
際
其
他
因
縁
あ
る
者
を
し
て
直
接
本
人
に
対
し
そ
の
言
動
の
不
純
な
る
こ
と
を
告
げ
、
加
入
の
意
思
を
翻
さ
し
め
ん
と
熱
心
に
忠
告
す
る
こ
と
あ
り
た
り
」
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
親
友
会
の
中
の
友
子
組
織
で
あ
る
「
鉱
夫
交
際
部
」
が
、
組
合
員
を
改
心
さ
せ
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鉱
業
所
の
努
力
に
よ
っ
て
、
組
合
の
指
導
的
な
鉱
夫
（５） 
を除いて「多数の加入者は、：：：脱退を約束する」にいたり、七月頃には約一一一○名近くまでに減少した。
勢いあまった鉱業所は、八月一一○日に忠告に応じない頑固な労働組合員、一三名の解雇を発表した。しかし組合
員
の
解
雇
、
追
放
と
い
う
強
圧
的
な
組
合
潰
し
の
手
段
は
、
完
全
に
裏
目
に
で
て
し
ま
っ
た
。
解
雇
者
は
、
総
同
盟
大
阪
地
連
の
オ
ル
場を説明し、組へ
張に耳を傾けた。
て
一
年
間
休
業
し
手
当
を
貰
っ
て
い
た
が
、
会
社
は
、
治
癒
を
理
由
に
解
雇
し
て
き
た
。
谷
口
は
解
雇
手
当
を
要
求
し
て
交
渉
し
て
い
た
。
当
時
の
組
合
員
は
主
に
、
そ
う
し
た
公
傷
者
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
組
合
は
、
そ
う
し
た
公
傷
者
を
中
心
に
運
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
仁
尾
忠
次
郎
も
疾
病
手
当
の
増
額
を
要
求
し
て
い
た
。
会
社
側
は
、
こ
れ
を
拒
否
し
労
働
組
合
を
潰
す
こ
と
に
専
心
し
た
。
大
阪
連
合
会
か
ら
鈴
木
悦
次
郎
が
再
び
オ
ル
グ
に
入
っ
た
。
会
社
側
は
、
五
月
こ
ろ
懐
柔
を
は
か
る
た
め
に
二
人
に
妥
協
し
、
労
働
組
合
の
解
体
を
企
図
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
完
全
に
裏
目
に
（３） 
でて、公傷者に労働組ムロヘの関心を抱かせ、組合員は六月ころには「百余名」に増えた。慌てた会社側は、積極的
な労働組合抑圧対策をこうじた。鉱業所の文書は、その対策を一一一つあげている。「即ち傷病者実状調査、部落有力
（４） 
者懇談会、並に加入者に対する忠生ロ」であった。
こ
の
「
部
落
有
力
者
懇
談
会
」
と
は
、
親
友
会
の
会
長
指
名
に
よ
る
評
議
員
、
区
長
、
重
立
っ
た
鉱
夫
ら
を
集
め
て
、
鉱
業
所
の
立
場
を
説
明
し
、
組
合
運
動
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
一
、
三
の
鉱
夫
が
こ
れ
に
反
発
し
た
が
、
大
方
鉱
業
所
の
主
(３４） 187 
こうして大正一三年八月の別子銅山の労働争議が始まった。労働組合側は、解一展問題を奇貨として、賃上げなど
待
遇
改
善
要
求
を
提
出
し
、
一
○
月
一
日
に
別
子
銅
山
労
働
組
合
の
設
立
大
会
を
予
定
し
、
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
っ
て
闘
う
方
針
を
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
は
、
ひ
っ
そ
り
と
し
か
も
細
々
と
活
動
し
な
け
れ
な
ら
な
か
っ
た
が
、
解
雇
問
題
を
契
機
に
一
気
に
公
然
化
し
、
一
般
鉱
夫
の
前
に
立
ち
現
れ
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
抑
え
ら
れ
て
き
た
一
般
鉱
夫
の
不
満
に
油
を
注
い
だ
。
組
合
員
は
爆
発
的
に
増
加
し
始
め
た
。
鉱
業
所
の
文
書
は
、
七
月
、
八
月
頃
に
は
三
○
名
に
し
（７） 
か過ぎなかった組合ロ貝は、一○月一日の大会前後には一、一一○○名にまで増加したことを確認している。
驚
い
た
鉱
業
所
は
、
こ
う
し
た
労
働
組
合
の
高
揚
に
た
い
し
て
、
再
び
二
つ
の
対
策
を
こ
う
じ
た
。
一
つ
は
、
親
友
会
交
際
部
を
通
じ
て
鉱
夫
の
待
遇
改
善
要
求
を
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
鉱
業
所
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
際
彼
等
の
要
求
あ
る
に
先
立
ち
進
ん
で
親
友
会
を
通
じ
て
待
遇
改
善
を
発
表
し
、
之
が
権
威
を
示
す
と
共
に
、
過
日
来
脅
迫
せ
ら
れ
て
進
退
両
難
の
苦
境
に
あ
る
（８） 
姜口良分子よりの嘆願を納れてその立場を得せしめ、以て組ムロの機先を制せんとしたるに由」と指摘されている。
こ
う
し
て
鉱
業
所
は
、
組
合
の
要
求
に
機
先
を
せ
い
し
て
鉱
夫
の
待
遇
改
善
を
率
先
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
労
働
組
合
への間接的な妥協であった。親友会に提出された要求を注意深くみると、会社側の公認の要求運動に便乗して、五
割
賃
上
げ
と
か
親
友
会
の
民
主
化
要
求
の
よ
う
な
も
の
が
混
じ
り
こ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
親
友
会
が
、
労
働
組
合
が
大
衆
化
す
る
と
き
は
、
決
し
て
一
方
的
に
鉱
業
所
側
に
つ
く
と
は
限
ら
ないことを意味した。
他
方
、
労
働
組
合
は
、
事
実
上
の
要
求
獲
得
に
気
を
よ
く
し
て
、
組
合
運
動
は
一
層
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
組
合
は
、
伝
統
的
に
（６） 
大きな衝撃を与壹えた。
グを呼び、解雇を拒否して解雇手当などの増額を要求してきた。しかも鉱業所は、九月一三日に懐柔策として解雇
者
の
一
人
に
手
当
の
増
額
を
約
束
し
た
こ
と
か
ら
、
手
当
増
額
を
か
ち
取
っ
た
か
の
よ
う
に
組
合
に
宣
伝
さ
れ
、
一
般
の
鉱
夫
た
ち
に
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友
子
を
労
働
組
合
側
に
つ
け
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
。
労
働
組
合
の
活
動
家
た
ち
は
、
多
く
が
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
意
識
的
な
活
動
家
で
も
あ
っ
た
。
今
十
分
な
資
料
は
な
い
が
、
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
わ
た
く
し
が
調
べ
た
か
ぎ
り
で
も
、
後
に
解
雇
さ
れ
る
多
く
の
組
合
活
動
家
の
内
、
十
数
人
が
友
子
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
（９） 
労働組合は、待遇改善要求の中に、「親友会」を批判し無用の長物と断じた。組〈□員が一、一一○○名から一、五○
○
名
に
増
加
し
た
こ
と
は
、
組
織
率
が
五
割
か
ら
六
割
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
親
友
会
の
交
際
鉱
夫
部
に
限
っ
て
は
さ
ら
に
組
織
率
が
注
『
住
友
別
子
鑛
山
労
働
運
動
の
顛
末
』
と
友
子
取
立
状
より作成。付は付録頁をさす。Ⅲとは、取立状の書き出しの順位のこと。
第
一
表
友
子
の
組
合
員
で
労
働
組
合
の
活
動
家
の
氏
名
一
覧
ｌ
齢
所
属
・
職
種
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
曽我長次郎隅田今朝次郎津村愛次郎十亀百太郎酒井常清白石宇平井上光親寶利喜吉塩見只司岨亀井勇次Ⅱ竹本芳吉⑫矢野政光田本明武雄 氏名
／￣、／￣、 〆戸､
3２３８４４ 
、－〆、‐／ 、-〆 年齢
呉木端出場端出場鹿盛・支柱夫鹿森東平坑端出場端出場端出場坑立川 所属・職種
明治四一年の川６の職兄大正二年の加朋の職兄大正四年の地２の職親同Ⅲ６の職兄同川田の職親同福岡飯場立会人大正九年の職子同古田飯場の中老立会人大正一二年の血の職親の職子同Ⅲ旧の職親の職子同肌朋の職親の職子同肋加の職親の職子同徳本飯場立会人 取立状の内容
大正一五年二月大愚解雇大正一四年一二月大量解一層同同大正一五年二月解雇同大正一四年一○月一三日解雇大正一四年一二月大量解一層同暴力事件大正一五年一月の争議団員大正一四年一二月両派対立大正一四年三月の新田事件 労働組合の関係
一五八頁付一五四頁付一五三頁付一五三頁付一五八頁付一六○頁付一二八頁四四頁同頁二二一頁四六頁三八頁’九一頁 出典頁
(３６） 185 
（
注
）
１
各
種
資
料
よ
り
作
成
。
りの鉱夫からなる改善会を組織して、鉱夫の力で労働組
２
全
鉱
夫
数
は
約
四
五
○
○
名
。
合運動を徹底的に抑圧し解体させることであった。
３
（
）
は
労
働
組
合
発
表
数
。
具体的には鉱業所は、大正一四年一月ころから労働組
合運動への「反省運動」を展開し、そのための組織として自彊社の流れを汲む改善会という修養団体を各鉱夫部落
に組織し始めた。この点について、鷲尾勧解治は、「親友会は意思疎通機関であり親睦機関であって修養機関では
ないのであります。何となれば親友会は労働者全部が会員」であり、改善会は、「志を同ふする人のみが集まって
第
二
表
iJ 
ll 
高まった可能性がある。こうして、親友会・交際鉱夫部
としての友子は、鉱業所のと労働組合の二つから強力な
働き掛けを受けることになった。
労働組合は、友子の鉱夫に、鉱業所の言いなりになっ
て労働組合に敵対すれば、従来の友子交際を止めると圧
（、）
力
を
か
け
た
。
こ
う
し
て
鉱
夫
交
際
部
は
、
労
働
組
合
か
ら
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
次
第
に
鉱
業
所
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
っ
た。こうして労働組合は、大正一四年の初めには一六五
八
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
これにたいして鉱業所側は、改めて労働組合対策を立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
親
友
会
、
鉱
夫
交
際部への期待を反省し、親友会とは別個に新たに企業寄
大正一二年二月一三年五月一三年九月’○月一二月一四年一月三月（上）三月（中）三月（下）五月九月一二月一五年一月二月
二○数名五五名一二○○名一四六四名（二四○○名）’六五八名一二○名二八○名三三○名（六○○匁］）六○名 労働組合
一七五名二八九名二二○名一五五三名一七九三名 改善会
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（ｕ） 
為す」「純然たる一個の修養団体なのである。」１と指摘している。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
鷲
尾
ら
鉱
業
所
の
首
脳
が
、
労
働
組
合
の
防
波
堤
と
し
て
親
友
会
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
労
働
組
合
を
敵
視
し
企
業
の
方
針
に
従
順
な
鉱
夫
た
ち
か
ら
な
る
先
鋭
な
分
子
を
組
織
し
、
労
働
組
合
を
徹
底
的
に
抑
圧
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
部
落
に
出
来
た
部
落
改
善
会
を
七
月
に
東
平
、
端
出
場
の
二
つ
の
組
織
に
統
合
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
当
初
は
会
員
が少数であったが、統一した直後の九月には、一七九三名（一一一四頁）となっていた。
か
く
し
て
大
正
一
四
年
春
以
降
の
労
資
紛
争
は
、
改
善
会
が
鉱
業
所
側
と
し
て
働
き
、
さ
ら
に
労
資
の
両
側
か
ら
自
陣
へ
の
協
力
を
迫
ら
れ
た
親
友
会
が
、
次
第
に
鉱
業
所
へ
の
協
力
体
制
を
回
復
し
て
い
く
中
で
、
労
働
組
合
と
鉱
業
所
と
の
対
抗
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
暴
力
を
行
使
し
た
り
な
ど
の
労
働
組
合
の
戦
術
の
稚
拙
さ
は
、
次
第
に
組
合
勢
力
を
先
ぽ
そ
り
さ
せ
て
そして大正一四年一二月の七一名の組合員解雇、翌一一月以降一○一一名の解一層者を出した後、もはや一昨年のよう
な
解
雇
反
対
運
動
は
再
現
出
来
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
別
子
銅
山
争
議
は
組
合
の
解
体
を
も
っ
て
終
え
ん
し
た
。
以上のように別子銅山の友子は、争議過程では、二極分化し、交際鉱夫部としては、必ずしも独自的な役割を果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
っ
た
０ 
注（１）この取立状は、別子銅山記念館蔵のもの。
（２）別子銅山の労働組合運動については、愛媛県労働部労政課『愛媛県労働運動史」第二編「別子労働争議の研究」（一九
五四年）、別子鉱山労働課「住友別子鑛山労働運動史の顛末」（昭和四年）の外、別子銅山労働組合端出場支部「別子銅山
労
働
運
動
小
史
」
二
九
七
三
年
）
、
「
新
居
浜
産
業
経
済
史
」
な
ど
を
参
照
。
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大
正
一
三
年
、
四
年
、
五
年
の
別
子
銅
山
争
議
は
、
結
局
労
働
組
合
の
敗
北
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
し
か
し
労
働
組
合
の
提
起
し
た
鉱
夫
の
待
遇
改
善
と
い
う
課
題
は
、
一
歩
進
ん
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
鉱
業
所
は
、
労
働
組
合
に
対
抗
し
て
、
改
善
会
を
組
織
し
、
彼
ら
に
待
遇
改
善
の
要
求
を
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
善
良
な
鉱
夫
の
要
求
と
し
て
そ
れ
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
改
善
会
を
鉱
夫
の
意思疎通機関、鉱夫のための組織として育成したのである。
こ
う
し
た
過
程
は
、
従
来
の
飯
場
制
度
を
無
効
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鉱
夫
と
企
業
の
間
に
あ
っ
て
、
労
務
管
理
を
代
行
し
た
飯
場
制
度
は
、
親
友
会
や
改
善
会
が
有
効
に
機
能
す
れ
ば
、
も
は
や
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
争
議
は
、
組
合
と
鉱
／~、／~、／戸、／￣、／￣、／■､／￣、／~、〆自へ
1１１０９８７６５４３ 
、＿ノ、_〆、－／、_ソ、_／邑一〆、＿／、＿〆呂一〆
ｌ
大
正
一
四
年
の
飯
場
制
度
の
廃
止
同右書、九五頁。
同右書、’三一頁。
同右書、一四○頁。
鷲尾勧解治「改善会の起源」、
同同同同同
右右右右右
書書書書書
、、、、、
九三八三五
五七二七二
頁頁頁頁頁
ＯＯＯＯＯ 
前掲『住友別子鑛山労働運動の顛末」、三七頁。
四
昭
和
初
年
の
友
子
制
度
の
改
編
「
改
善
」
大
正
一
五
年
七
月
号
、
八
頁
。
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（１） 
事は山山来ない」。
鷲
尾
は
、
鉱
夫
交
際
部
の
取
立
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
今
迄
は
老
年
の
負
夫
で
到
底
坑
夫
と
な
る
見
込
み
の
な
い
様
な
も
の
で
も
申
し
込
ん
で
さ
へ
来
た
ら
取
立
て
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が
、
此
れ
で
は
到
底
友
子
同
盟
の
空
気
を
純
化
し
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
、
沢
山
あ
る
申
込
者
の
中
か
ら
善
い
日
と
丈
を
採
る
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
加
盟
者
の
質
を
向
上
さ
せ
る
争
議
終
了
後
に
鷲
尾
は
、
改
善
会
の
強
化
と
親
友
会
下
の
友
子
の
再
編
に
力
を
い
れ
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
友
子
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
か
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
鷲
尾
が
昭
和
二
年
九
月
に
行
わ
れ
た
東
平
お
よ
び
端
出
場
の
両
交
際
所
の
取
立
式
で
の
講
話
の
中
で
、
最
近
の
友
子
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
期
の
友
子
の
活
動
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
業
所
の
間
で
直
接
行
わ
れ
、
ま
た
足
尾
銅
山
な
ど
で
は
掲
げ
ら
れ
た
飯
場
制
度
の
廃
止
の
要
求
は
、
別
子
銅
山
で
は
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
争
議
の
最
中
の
大
正
一
四
年
八
月
一
七
日
に
鉱
業
所
は
、
飯
場
頭
を
廃
止
し
た
。
飯
場
頭
に
代
わ
っ
て
、
各
部
落
に
は
、
取
締
り
役
を
お
き
、
改
善
会
の
活
動
で
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
し
た
鉱
夫
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
（１） 
職
場
に
は
小
頭
が
置
か
れ
、
鉱
業
所
職
員
の
従
来
の
鉱
夫
頭
、
頭
手
子
の
下
に
配
置
し
労
務
管
理
の
直
割
的
な
管
理
を
強
化
し
た
。
長
い
間
友
子
制
度
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
飯
場
制
度
の
廃
止
は
、
友
子
制
度
の
基
盤
を
一
層
弱
い
も
の
に
し
た
。
できる。
注（１）前掲『新居浜産業経済史』、一八一頁。
２
改
善
会
主
導
以
降
の
企
業
内
変
型
友
子
の
構
造
(４０） 1８１ 
こ
れ
は
、
鉱
夫
交
際
部
が
友
子
に
取
立
て
る
新
鉱
夫
の
選
定
を
本
来
の
よ
う
に
厳
密
に
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
実
は
、
本
来
の
友
子
の
ル
ー
ル
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鷲
尾
は
、
「
職
子
の選定に当たっては今迄の方法を改め之を監事及委員の指名によることとし又職親となる人も其の職責たるや立派
な後継を栫らへると云う重大なものであるのに今迄は兎角情実其の他に累はされて充分な選定が行われなかったの
（２） 
で
之
も
職
子
同
様
監
事
及
委
員
の
指
名
に
依
る
こ
と
と
し
」
た
と
述
べ
て
い
る
。
これは、明らかに取立を厳しくすることが、会社の息のかかった友子の役員が、職子の選定や職親の認定をし、
こ
こ
で
友
子
加
入
者
を
企
業
の
立
場
か
ら
選
別
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
職
親
の
選
定
も
企
業
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
職
親
に
す
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
伝
統
的
な
自
治
的
な
慣
行
に
し
た
が
っ
て
、
取
立
て
る
べ
き
鉱
夫
の
認
定
、
職
親
職
子
の
組
合
せ
な
ど
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
鷲
尾
は
、
人
選
に
つ
い
て
「
立
会
衆
が
（
も
し
取
立
に
不
都
合
が
あ
れ
ば
ｌ
引
用
者
の
注
）
因
縁
を
附
け
る
と
云
う
」
本
来
の
監
視
制
度
を
悪習として改めるべきだと主張している。さらに取立状についても、免状に沢山の捺印を行う慣行を
（３） 
止るように一一一一口い、昭和二年の取立状から実施している。
こ
う
し
て
変
型
友
子
だ
っ
た
鉱
夫
交
際
部
は
、
い
っ
そ
う
本
来
の
友
子
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
注（１） 
（２） 
（３） 
鷲
尾
「
鑛
夫
同
盟
交
際
の
趣
旨
」
『
改
善
」
二
年
七
月
号
、
八
’
九
頁
。
同右書、九頁。
同右書、一○舌
一○頁。
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も
っ
と
も
山
口
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
戦
後
も
か
つ
て
友
子
会
員
だ
っ
た
仲
間
は
、
友
子
の
つ
な
が
り
で
親
密
な
付
き
合
い
を
し
て
いた。また友子に取立られなかった新しい鉱夫も友子的な関係をその集団にみている。これを氏は、拡大友子とい
う
概
念
で
戦
後
の
元
鉱
夫
た
ち
の
間
に
あ
る
集
団
の
中
に
友
子
の
残
映
を
み
て
い
る
。
氏
は
、
戦
後
に
元
別
子
銅
山
に
働
い
て
い
た
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
「
不
動
尊
信
仰
」
の
集
団
に
注
目
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
集
団
の
中
で
は
、
す
で
に
友
別
子
銅
山
に
お
け
る
変
型
友
子
は
、
親
友
会
に
併
合
さ
れ
て
、
本
来
的
な
姿
と
活
動
を
弱
め
つ
つ
、
限
定
的
な
活
動
を
続
け
て
い
た
。
既
に
大
正
末
期
ま
で
に
基
本
的
に
そ
の
存
在
根
拠
が
失
わ
れ
た
友
子
は
、
昭
和
期
に
は
い
っ
て
親
友
会
と
改
善
会
に
そ
の
残
さ
れ
た
存
在
価
値
を
奪
わ
れ
つ
つ
、
戦
時
体
制
の
中
で
産
業
報
国
会
と
相
い
れ
な
い
も
の
と
し
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
（１） 
友
子
は
、
産
業
報
国
会
が
組
織
さ
れ
る
昭
和
一
六
、
七
年
頃
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
一
般
的
な
友
子
の
消
滅
の
理
由
は
、
足
尾
銅
山
（２） 
の友子の消滅を聿輌じたときに指摘したとおりである。
別
子
銅
山
で
は
、
他
の
少
な
か
ら
ぬ
鉱
山
の
よ
う
に
、
戦
後
友
子
制
度
が
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
恐
ら
く
大
争
議
の
中
で
友
子
が
両
極
に
分
解
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
友
子
の
伝
統
を
維
持
す
る
友
子
の
有
力
者
が
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
足
尾
銅
山
も
戦
後
友
子
は
復
活
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
第
二
の
理
由
は
、
戦
後
の
労
働
組
合
運
動
が
友
子
の
復
活
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
親
友
会
の
下
で
の
友
子
は
、
戦
後
の
鉱
夫
た
ち
に
と
って民主主義の風潮とは初めから相いれなかったに違いない。戦後の別子銅山の労働組合は、会社の
（３） 
協
力
も
あ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
〈
玄
社
に
と
っ
て
も
、
友
子
は
全
く
存
在
意
義
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 ３別
子
銅
山
の
友
子
の
消
滅
(４２） 179 
取
立
状「（｜部損傷）撰ン弦一一吾等士肌報国二微志ヲ揚ン卜欲シ強健
勇
壮
ノ
者
ヲ
選
ビ
鉱
業
二
従
事
セ
シ
メ
職
親
ト
ナ
リ
職
子
ト
ナ
リ
徳
義
ヲ
重
ジ
廉
阯
ヲ
弁
？
力
勉
務
以
鉱
業
ノ
隆
盛
ナ
ラ
ン
事
ヲ
祈
ル
モ
ノ
也
子
の
取
立
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
鉱
夫
た
ち
が
「
わ
し
ら
の
友
子
じ
ゃ
」
と
称
し
て
鉱
夫
間
の
関
係
に
友
子
の
関
係
を
み
て
た
と
言
う
。
山
口
は
、
昭
和
二
年
以
降
に
秘
密
に
取
立
式
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
は
や
友
子
組
織
が
な
く
な
っ
た
あ
と
に
、
友
子
の
関
係
の
残
映
が
の
こ
り
、
そ
れ
が
元
鉱
夫
た
ち
の
親
密
な
関
係
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
、
友
子
集
団
が
か
つ
て
も
っ
て
い
た
集
団
（４） 
の影響力に注目している。
も
っ
と
も
日
立
、
細
倉
、
尾
去
沢
の
鉱
山
や
北
海
道
の
諸
炭
鉱
で
、
戦
後
友
子
制
度
が
復
活
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
友
子
で
あ
り
、
復
活
し
た
理
由
は
何
か
と
い
う
問
題
は
、
戦
後
の
友
子
制
度
の
考
察
の
際
に
別
途
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
し
か
し
別
子
銅
山
に
は
、
も
は
や
友
子
と
し
て
の
組
織
残
存
も
機
能
の
残
存
も
明
確
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
万百百丁注
邑一ソ、－〆塁_〆、=〆
付
録
大
正
四
年
の
取
立
状
朝日新聞松山支局『別子物語」、八八頁。
拙
稿
「
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
の
変
遷
」
（
下
）
を
参
照
。
前
掲
端
出
場
支
部
『
別
子
銅
山
労
働
組
合
運
動
小
史
』
を
参
照
。
前掲山口論文、二一五頁。
連
名
職
親
ア
ワ
兄
ヲ
ワ
リ
宮
崎
善
助
水
野
昇
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職
親
イ
ョ
滝
本
利
太
郎
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親 子ト
サ
森
下
七
術
イイイ
ヨヨヨ
イーヨ
／イヨ
シ
ナ
ノ
イーワミ
イ●ヨ
イーヨ イイイヨヨヨ
サ
ヌ
キ
ア
ワ
？． 
入
江
和
太
郎
十亀百太郎（解雇）
小野熊太郎（活動家）
安
藤
鹿
太
郎
小
野
滝
二
原
田
五
郎
吉
村
米
吉
藤
原
虎
市
岡
田
栄
蔵
丸
山
熊
太
郎
岡
田
亀
松
神野春一
津村常次郎（解雇）
下
川
惣
八
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親
職
子兄親 兄イ
ョ
子
サ
ヌ
キアアイワワヨ
イイト
ヨヨサ
イアイ
ヨワヨ
サイイ
ヌヨヨ
キ
トイイ
サヨヨ
秋
月
荒
三
郎
新
居
茂
由
長
田
滝
三
郎
津
田
丑
太
郎
曽
我
才
市
佐
藤
本
蔵
藤
田
萬
蔵
河
野
種
市
日
野
文
吉
石
水
雅
光
松
井
亀
之
助
羽
間
惣
吉
岡
田
鶴
次
郎
丁野金｜
秋
山
忠
雄
津
島
弥
太
郎
大
村
善
吉
(４４） 1７７ 
宇
摩
郡
別
子
鉱
山
旧
壱
号
徳
本
飯
場
立
会
人
鍛
冶
屋
立
会
人
イ
ョ
岡
田
幸
之
助
イ
ョ
西
原
虎
吉
客
人
立
会
人
斉
藤
清
太
郎
ト
サ
林
兼
吉
浪
人
立
会
人
イ
ョ
永
井
慶
太
郎
ア
ワ
西
内
常
蔵
職職
子兄親子兄親以上
トイイ
サョョ
山
内
政
吉
白
川
辻
太
郎
藤
坂
福
松
酒井常清（解一厘）
山
内
国
太
郎
徳
永
三
造
同
郡
同
鉱
山
旭
盛
古
田
飯
場
立
会
人
同
郡
同
鉱
山
弐
号
網
干
し
飯
場
立
会
人
イイイ備イ備
ヨヨヨ後ヨ中
大備トイ
ポロ中サヨ
イサイイイ
ヨヌヨヨヨ
キ
高
橋
平
太
郎
浜
口
助
太
郎
井
本
新
平
堀
内
徳
太
郎
木
原
清
三
加
地
岡
平
白
川
徳
松
村
尾
吉
次
郎
大
野
弥
平
阿
部
信
逸
国
田
豊
馬
渡
邊
弥
七
平
田
留
吉
岡
田
藤
次
郎
星
加
市
次
郎
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同
郡
第
三
山
本
飯
場
新
居
郡
角
野
村
第
三
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